
ねらい時期単元教科学年区分

日本の食料生産の課題を調べ、酪農をテーマに疑問を出し合い、
学習問題・解決策を考えることができる11,12月これからの食料生産とわたしたち社会５小

コラボレーションカードの活用例 提供:オハヨー乳業株式会社

共有コード活用法ねらいテーマ時数
個人の課題設定カードを
キーワード集計で全体集
約したりスタンプ機能で相
互評価

 食料自給率のグラフや朝食の写真等について着目し、話し合うことを通
して日本の食料生産の今日的な課題について予測する。

 牛乳の食料生産のグラフや資料について着目し、問いを見出す。また学
習問題を解決する見通しをもつ。日本の食料生産をめぐる課題2

 食料自給率と食生活の変化を関連付けながら調べ、自分たちの豊かな
食生活が大量の輸入で支えられている一方で、自給率が下がっていたり、
大量の食料が廃棄されていたりすることについて考え、表現する。

食生活の変化と食料自給率1

 食の安心・安全への取り組みについて調べ、検疫所では輸入食品の検
査などをしながら食の安心・安全の確保について努めていることを理解す
る。

輸入された食品の安心・安全
への取り組み1

グループに分かれて１つの
カード（ダーツボードチャー
ト）で協働編集し、提出
BOXに提出させる

 検査の課程（重要な３項目）、未来の酪農家の育成、生産技術の
進化、循環酪農モデルについてダーツボードチャートで事実と考えを整理
し、表現する。

企業(オハヨー乳業を例に)の
安心・安全や安定した食料確保
のための取り組み

2

自由にプレゼンカードを作
成、コメントやスタンプ機能
で相互評価

 教科書等の資料やこれまでに調べたことをもとにして、これからの酪農を
発展させていくための考えを出し合う。

 アイディアをもとに、スライドにまとめて表現する。

酪農における食料生産の課題の解
決策２

▼PDFのカードではなく
カスタマイズして使いた
い時はコチラ

pb01JK4V
ZM29Y1FX
AFJ1K5W
SYB9Z

pb01JK4V
X0TMDQ7
F1ST3BAZ
C9RPW

pb01JK4V
TDE1C0P3
TDBFSP9
QDD3G

オススメポイント
・リアクションボタンの数や種類を
決める事で、全体的な意見をよ
く読むことができる。
・まとめのカードは紙のワークシー
トを作成し活用すると、全体意
見を確認しながら記入することが
できる。



▼使用したカード

 食料自給率や輸入先と輸入量については
教科書に記載のグラフなども参照

 Q「なぜ必要な食料を国内で調達できない
のだろうか」という問いを立て、「輸入したほ
うが安い」「食生活の変化」「働き手が減っ
た」「日本の環境問題」など子どもたちの発
言をたくさん引き出すようにしたい

 オハヨー乳業コラボカードに着目させ、他の
食料に比べて自給率の高い牛乳にも、
様々な課題があることに気づかせたい

活用法ねらいテーマ時数

個人の課題設定カードをキー
ワード集計で全体集約したりス
タンプ機能で相互評価

 食料自給率のグラフや朝食の写真等について着目し、話し合うことを通
して日本の食料生産の今日的な課題について予測する。

 牛乳の食料生産のグラフや資料について着目し、問いを見出す。
また学習問題を解決するための見通しをもつ。

日本の食料生産をめぐる課題2

 動画を通じて実際の酪農家さんのお話を伺うことで、社会課題を
身近な事として捉え、自分ごと化させたい

 酪農家はもちろん農業・漁業などこれまで学んできた単元において
も生産者が減少傾向にあることに気づかせる

活用のPOINT



▼使用したカード

 循環のサイクル等の資料に着目し、「酪農家がいなくなるとどうなるのか」子どもに考えさせる

 輸入にばかり頼るとどのような弊害があるか、「美味しい牛乳が飲めなくなる」というだけでは
なく社会・環境全体に与える影響をあげていく

活用のPOINT

活用法ねらいテーマ時数

個人の課題設定カードをキー
ワード集計で全体集約したりス
タンプ機能で相互評価

 食料自給率のグラフや朝食の写真等について着目し、話し合うことを通
して日本の食料生産の今日的な課題について予測する。

 牛乳の食料生産のグラフや資料について着目し、問いを見出す。
また学習問題を解決するための見通しをもつ。

日本の食料生産をめぐる課題2

 「生産者の減少」「食料自給率の低下」といった社会課題を受け、酪
農を切り口に解決したいテーマを考えさせる

 「酪農家がいなくなったらどうなる?」という個人への問を受けて、グルー
プに分かれて共通の課題を設定しても良い

活用のPOINT



▼使用したカード

活用法ねらいテーマ時数

グループに分かれて１つのカード
（ダーツボードチャート）で協働
編集し、提出BOXに提出させる

 検査の課程（重要な３項目）、未来の酪農家の育成、生産技術の
進化、循環酪農モデルについてダーツボードチャートで事実と考えを整理
し、表現する。

企業(オハヨー乳業を例に)の安心・
安全や安定した食料確保のた
めの取り組み

2

 酪農の課題を解決すべくオハヨー
乳業が取り組くんでいる「未来の
酪農家の育成」「技術進化」「地
産地消の取組み」「安心安全な
供給」「環境問題への配慮」など
の事例を学ぶ

 Q「他にも酪農の課題を解決す
るためにどのようなことができるだろ
う」と子どもたちにも考えさせたい

活用のPOINT



▼使用したカード

 教科書やオハヨー乳業コラボカードなどを通じて学んだことの中で、印象に残った資料を貼り付け、わかった事実を書き出し、事実に基づいて考えをまとめる

 ダーツボードチャートの白紙フォーマットを活用し、みんなのボード上でグループワークさせることで、他グループの意見を参照しながら学ぶことができるようにする

活用のPOINT

活用法ねらいテーマ時数

グループに分かれて１つのカード
（ダーツボードチャート）で協働
編集し、提出BOXに提出させる

 検査の課程（重要な３項目）、未来の酪農家の育成、生産技術の
進化、循環酪農モデルについてダーツボードチャートで事実と考えを整理
し、表現する。

企業(オハヨー乳業を例に)の安心・
安全や安定した食料確保のた
めの取り組み

2



▼使用したカード

 テーマに基づきプレゼン資料を作成。起承転結で全体像
がまとまった１枚を最初に作らせると思考・話し合いがス
ムーズになる

 プレゼン資料の形式は自由に、イラスト・写真・動画など
活用し相手により伝わりやすい表現方法を目指していく

活用のPOINT

活用法ねらいテーマ時数

自由にプレゼンカードを作成、コ
メントやスタンプ機能で相互評
価

 教科書等の資料やこれまでに調べたことをもとにして、これからの酪農を
発展させていくための考えを出し合う。

 アイディアをもとに、スライドにまとめて表現する。

酪農における食料生産の課題の
解決策2

 時間があればプレゼン資料作成をする
子どもたち向けの、オハヨー乳業の社
員からのメッセージ動画を見せる（３
分程度）

活用のPOINT
 Q「これからの日本の酪農を発展させていくためにはどのよう

なことをしていけばよいのだろう」という問いから、フセンにアイ
ディアを書き出す。１つのフセンに対し１つのアイディアで、共
同編集しながら完成させていく

 グループで話し合い、アイディアの中から１つのテーマに絞り
込んでいく

活用のPOINT



MDE岡山代表
岡山市立浦安小学校教諭
竹村輝将先生
キャンプ、サウナ、コーヒー。この3つの楽し
みを追求し、日々を充実させています。
１児の父でもあります。いつか息子と一緒
に雄大な自然の中で、キャンプを楽しみた
いです!

監修してくださった先生監修してくださった先生

監修に込めた想い


